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*1 鳴門教育大学 情報基盤センター 
*2 鳴門教育大学 附属小学校 
*3 鳴門教育大学 大学院 高度学校教育実践専攻 自然・生活
系教科実践高度化コース 
*4 鳴門教育大学 大学院 高度学校教育実践専攻 教員養成特
別コース 

































































図 1 研究推進のための校内の組織体制 
 


























参観した 4 つの授業研究(4 年 図画工作科「SHOW 
























予   定 内      容 






29 水 研究推進委員会① 指導案検討（4年） 
6 
18 火 Workshop① 4年 「Viscuitの使い方」 
20 木 授業研究・討議会① 4年 図画工作科「SHOW TIME（Viscuit）」※ 
10 
9 水 研究推進委員会② 指導案検討（6年） 
21 月 Workshop② 6年 「Scratch」 
23 水 授業研究・討議会② 
6年 総合的な学習の時間「一年生と一緒に楽しく学ぼう! 
～学習クイズ作ルンです(^^)//～(Scratch)」※ 
30 水 研究推進委員会③ 指導案検討（5年） 
11 
11 月 Workshop③ 5年 「Scratchの使い方」 
13 水 授業研究・討議会③ 5年 算数科「図形（Scratch）」 
12 23 月 研究推進委員会④ 指導案検討（1年） 
1 
16 木 研究推進委員会⑤ 指導案検討（2年） 
20 月 研究推進委員会⑥ 指導案検討（3年） 
22 水 Workshop④⑤ 
1年「Powerpointで絵を動かす」 
2年「True Trueの使い方」 
23 木 授業研究・討議会④ 1年 国語科「おはなしをつくろう（Powerpoint）」※ 
28 火 授業研究・討議会⑤ 2年 算数科「三角形と四角形（True True）」 
2 
5 水 Workshop⑥ 3年 「codey rockyの使い方」 
6 木 授業研究・討議会⑥ 3年 社会科「救助ロボットを動かそう（codey rocky）」※ 
19 水 研究推進員会⑦ 来年度へ向けて 























類：6 年生の実践，B 分類：3 年生の実践，C 分類：4
年生の実践，1年生の実践と大別できる。 
以上の実践事例を踏まえ，各分類の特徴を表 2 に
整理した。A 分類と B 分類の違いは新学習指導要領に







で，A 分類や B 分類では，各教科の学びをより深める
ためのものであり，各教科の学びの特性にあった学習









め，A 分類と B 分類の実践構築は喫緊の課題といえる。
A 分類と B 分類は事前学習で整理した内容をプログラ
ミングによって深めるという学習活動を設定すること
で成立することと考えられる。特に，A 分類と B 分類
の実践に向けては単元計画が重要であり，C 分類に取
り組むかどうかを考慮する必要がある(図 2)。具体的










表 2 3分類(教育課程内)の特徴比較 











































































図 2 小学校プログラミング教育の単元設計 











3.2 校内研修としての Workshopについて 
事例校にWorkshopに関するアンケート調査を依頼し，
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